
第1 部 ｢ F D 先進国の 調査報告+ Ⅰ

英国の事例-教員のキャリア開発としてのS D --

新潟大学

大学教育開発研究セ ン タ ー 加藤かお り

大数セ ン タ ー

の加藤で ござ い ます｡ さ っ そく英国の

事例に つ い て ､ 発表させ て い ただきた い と思 い ます ｡

英国では日本の ような､ 教員対象の み の F D で は なく､

教員と職員を分けず に､ 教職員す べ て大学で働く職員

全体のS ta ff D e v elo p m e n t と いう言 い 方を して い ます ｡

教員対象の F D にあたるもの は ､
A c a d e m ic S t a 庁D e v el _

o p m e n t と 言われて い ます ｡

今日 の発表の構成は ､ まず英国にお けるS tafE D e v e ト

o p m e n t の 概要 ､
S t a ff D e v elo p m e n t の 背景 ､ 位置づ け､

一

般的な構成を対象別に発表した い と思 い ます｡

それ からその次に事例報告と して ､
こ れ はだ い た い

学生が 3 万人規模で ､ 2 0 03 年にはノ ー ベ ル賞受賞者も

出た と いうような大規模校 の例と して ､
ノ ッ テ ィ ン ガ

ム 大学 ､ それから学生数が留学生を合わせ て ､
1 万 9

千人くら い の 中規模校と して の例と して ､
レ ス タ

一

大

学 へ こ の 9 月下旬に訪問調査を してま いりました成果
の

一

部をお話し
､ 最後にまとめと いうことで約1 5 分間

発表させ て い ただきます｡

で は最初 に､ 英国にお けるS D の 背景 と いうこ と な

んですけれども､ これはもうすで にご存知の 先生方も

い ら っ しゃ るかも しれませ んが ､ 英国で は1 98 0 年代に

い わ ゆるサ ッ チ ャ ー 政権下で ､ 効率的な大学経営と い

うこと が求め られ るようにな っ てきた と いうこと があ

ります｡ それ から19 9 2 年に､ そ れ まで の い わ ゆ る エ

リ ー ト の た め の 大学と いうもの以外に､ 専門大学､ ポ

リテク ニ クを大学と して統 一

して以降､ 執行部中心の

大学運営と いうこ とが注目され るようになり ､
そ の過

程の 中で大学の 資産と して の 教職員 を開発すると い う

ことが
､ 大学 の 資産価値を高め る ことで あると いうよ

うな認識が広が っ てま い りました｡

また1 9 9 7年には ､ デ ア リ ン グ報告書と呼ばれて い る ､

｢ 学習社会 にお ける高等教育+ と いう レポ ー ト の 中で ､

教員 の教授および学習能力開発と評価を重視する こと､

加えて新任教貞 - の 高等教育資格過程の 取得 ､
こ れ は

マ ス タ ー レ ベ ル と いうふうにされて い る の ですけれ ど

も
､
こ れ が義務化されま した ｡

こ れ に合 わせ て ､ 優 れ た実践を行う大学､ それから

及び優れた実践をして い る教員 に対する集中的な補助

金
､
も しくは教員に対 しては報奨と いうかたちで の交

付 がされて い ます ｡

そ して開発とともに評価と いうこ とが先ほ ど出てき

た の ですけれ ども､ 教員 の 評価 ､ 英語で はap p rais al と

言 っ て い ますが ､
こ の 評価 に対 して ､ そう いうことを

す るの で あれ ば､ 職員 の 権利 と してS D が必要である

と いう視点もあります ｡

次 にS D の 主な位置づ けですけれ ども､ ス ライ ド図

の 上 の 黄色 い丸 の 中､ こ れ が こ れまで の 主流で した｡

大学 にはその 大学の使命､ ミ ッ シ ョ ン が あり ､
ま た各

学部にも目標がある｡ た とえば教育の 質の保証と いう
ようなもの です｡ こ の ミ ッ シ ョ ンを実現するため の 戦

略と してS D と い うものが位置づ けられて い ます｡

ですから どんなS D をするかと い うことは ､
もちろ

んS D を担当する部門と大学執行部とが 一

緒 にな っ て ､

どう い う戦略でS D を行うの か ､ どう いうS D の使命が

あるの かを作成する｡ そ して個人を開発 し､ 組織を開

発する と い うこと が大学の価値を高める ことだと いう

視点でS D と い うもの が捉えられて います ｡
一

方 ､ こ の ような大学全体と して の 位置づけから､

現在重心が移行し つ つ あるもの と して ､ 教職員の 個人

的 ､ 専門的職業能力開発の 目標を実現するもの と して

のS D と いう位置づけが重視されてきて い るようです｡

そこで は､ S D と いうもの を教職員 の い わゆ る継続

教育 ､
日本で いうと ころ の企業内教育や キャ リア開発

の ようなイメ ー ジ と い う ことが言えると思うの ですが､

そう いう継続教育の機会を提供する ｡ そ して教員の 大

学全体の コ ミ ュ ニ テ ィ を育成するもの と して の S D と

い う位置づ けがでてきて い ます｡

そ れ で は､ 英国にお い て ､ S D は どん な構成で行わ

れ て い る の か｡ こ れ はごく
一

般的な構成ですけれ ども､

こ こ で は 3 つ の対象別に分けてあります｡ ス ライ ドの

4 - 6 まで が その構成にな っ て います｡

まず ､
1 番目に個人の教員対象の もの ､

そ して 2 番

目に学部対象の もの ､
そ して 3 番目に コ ミ ュ ニ テ ィ対

象の もの に分 けて ､
こ こで は示 してあります｡

まず個人教員対象の もの ですけれ ども､ 先 ほ ども少

し出てま い りま した が ､ 高等教育資格課程､ 通称p G

C H E が あります｡ こ れ は､ 新任教員 に義務化され た

資格課程で ､ P G C H E と いう の はP o st g r ad u at e C e rti丘-

c a t e in Hi gh e r E d u c atio n の 略で すが ､
こ れ が現在p G C

A P
､
P o st g r a d u at e C e rti丘c at e in A c ad e m i c P r a ctic e と い

うもの に移行 し つ つ あります ｡ 新任の教貞は こ の 課程
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の プロ グラ ム を履修して ､
モ ジ ュ ー

ル 単位で積み上 げ

て い かなければなりません ｡

こ れ以外に教職員全体を対象とする短期の研修プロ

グラ ム があり､ これ は自主的な申し込み が主体にな っ

て い ます｡ 新任ス タ ッ フ の ガイダン ス ､ 各種手続､ た

とえば休暇をと る時には どんな手続が い る の かと いう ､

そう いう事務的なことから始ま っ て ､ 労働者と して の

法律､ 知識 ､ 健康管理 ､ あらゆる労働者と して知 っ て

おく べ き事柄の研修､ それか ら自己啓発に関わるもの

もあります ｡ た とえば コ
ー チ ン グ やキ ャ リアプラ ン な

どの 他､ 中 にはリ ラクゼ
ー シ ョ ン の 方法などもありま

す｡

それか ら充実 して い る の がI T ス キ ル 関係の研修で

す｡ 英国は非常 にI T 化が進んで お りま して ､ 今､ 私

が ここでまとめ て い るような情報の ほ とん どが各大学

の ウ ェ ブ サイ トで収集することが可能です し､ こう し

た研修の案内はもちろん ､ 申し込みか ら教員同士の掲

示板もあります｡ 短期研修で はワ ー

ド､ エ ク セ ル ､ パ

ワ ー ポイ ン トな どの基礎的なス キ ル やその他に ウ ェ ブ

で の 本 の 出版ですとか､ い ろ い ろなもの があります｡

そ して マ ネジメ ン ト関係 の研修 ｡ こ こで は い ろ い ろ

なレ ベ ル で の リ ー ダ ー シ ッ プを養成すると いうことが

主にな っ て い ます｡ また交渉の 国と い われるイギリス

ですの で ､ 交渉術 ､ それから各研究プロ ジ ェ ク ト の管

理運営な どがあります ｡

そ して教育実践関係の研修も充実して い ます｡ 学習

と か教育実践と い う場合 ､ 英国で はte a c bin g だけを言

わな い で ､ 必ずt e a cbi n g a n d le ar ni n g と い うふうに言 っ

て い ま して
､ 学生がただ知識を伝達され るだけでなく

て
､
い か に して自分の もの と して獲得してくかと い う

学習の プロ セ ス を重視 した学習論や学生理解などの学

習支援方法が中心です ｡ 授業の ため の プレゼ ン術 ､ そ

れから成績評価法などの 課題を主 にワ
ー ク シ ョ ッ プ形

式で トレ ー

ニ ン グもあります｡ こ の ような教授ス キ ル

の ほか に
､ 参加者の経験を共有して自分自身を振り返

り､ そこから自分の課題を発見して実践で生か し､ ま

た振り返るというワ ー ク シ ョ ッ プの プロ グラ ム もあり

ます｡ 現在で は､ 後者 の タイプの ワ ー ク シ ョ ッ プを ど

う充実させ るかという方向 へ 移り つ つ あるようです ｡

それから研究活動に関わる研修もあります｡ こ れは

日本でい えば科研費をとるため の 講習会みた い なもの

もありますし､ あとは プレゼ ンテ ー シ ョ ン や ライテ ィ

ン グ､ こ れ は エ ッ セイが重視され る英国独特の もの と

い えるかも しれませ んが ､ そう いうもの などもありま

す ｡

それからap p r ais al ､ こ れ は先ほ ど の評価 ですけれ ど

も､ その 大学によ っ てやり方は い ろ い ろある の ですが ､

ピア レビ ュ
ー

が 中心です｡ それを どうや っ て評価する

の か
､ 評価者のため の研修会があります｡ また評価さ

れ る側と しては ､ そ の ため にどんな準備をし かナれば

い けな い の かと いうような講習会な どもあります ｡

さ らに ､ 個別 の キ ャリ ア開発 コ ン サ ル テ ィ ン グ の よ

うなこ とをして い ると ころもありまして､ キ ャ リ ア開

発プラ ン ､ こ れ はP r of e s sio n al D e v el op m e n t P la n , 略 し

て P D P と呼ばれ て い る ､ 教員自身の キ ャリ ア計画み

た い なもの です｡ どう いうふうに自分は仕事をして い

きた い の かと いう計画を作成したり､ 一 定期間の実施

後その成果を振り返 っ て自己評価をすると いうこ とな

どを個別 に支援するもの です｡

以上 の ような個別対象の研修プロ グラ ム の 実施では ､

基本的には講師と いうの は学内の教員が行 っ て い ます｡

担当者の い な い 部分は ､ 外部 の 講師を招 い たり､ 連携

協力 して い る大学の ネ ッ トワ ー ク が ありま して ､
そう

いうと ころ の プロ グ ラ ムを活用 したり ､ あと は民間の

プロ グラ ム を購入 したり して い ると い うことも伺 い ま

した ｡

次 に ､ 学部対象のS D があります｡ S D で は ､ 個人対

象よりむしろ学部対象の S D と いう こと が非常に重要

だと いうことを ヒアリン グ調査 に行 っ た時 に聞 い た の

ですけれ ども､ 学部 ごと にS D プラ ン があり ､ そ の プ

ラ ン を立て る
､
企画をするS D 委員と いうの が い ます｡

あまり細か い こと は言 い ませ ん が ､
だ い た い ワ ー ク

シ ョ ッ プ中心の課題別研究会とか ､ ある い は コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ンをとるため の ワ ー ク シ ョ ッ プが中心です ｡

や はり教員同士が コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン をなかなか とれ

ず､ 教育や学生に つ い て話 しあう機会をとれな い と い

うの は ど こ の 国でも同 じようで して､ そうした機会を

意図的にも つ ことを目的とするものです｡

そ して 3 番目に コ ミ ュ ニ テ ィ対象のS D があります｡

こ の コ ミ ュ ニ テ ィ と いうの は ､ 聞きなれな い か もしれ

ない の ですけれ ども､ 学部を超えた い ろ い ろなテ ー マ

の もとに集まるグ ル
ー

プです ｡ た とえばス ライ ドにあ

るように ､ 学部長の グ ル
ー

プであるとか､ 新任教員の

グ ル ー プ
､ その ほか興味関心 に合 わせ た ､ 学生で いう

と こ ろ の サ
ー ク ル みた い なもの とも い えると思うの で

すが ､
そう いうもの を形成 して コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

場をある程度仕組んで い く必要が あると いうことを聞

きました ｡

それで は次に ､ 具体的事例ということで ､
まずノ ッ

テ ィ ン ガ ム 大学での ヒ アリ ン グに つ い てお話 した い と

思 い ます｡ ノ ツ テ ィ ン ガ ム大学は皆さん ご存知か どう

か分かりませ んが ､
ロ ン ド ン からだ い た い 2 時間くら

い列車で北の方 へ 向か っ たと こ ろにあります｡ 先ほ ど

も言 い ま したが ､ 学生が約 3 万人くら い の 大規模校で

す｡ キ ャ ン パ ス が 4 つ あ っ て ､ そ のうち の 1 つ は マ

レ
ー

シ ア にあると い うことで した｡

訪問 したメイ ン の 2 つ の キ ャ ン パ ス は､ 歩くと4 0 分

くら い ある距離で ､
こ の 距離をホ ッ ピ ン グ バ ス と呼ば

れる学バ ス が ､ 無料で1 5 分 に 1 本くら い往復して い ま

す｡ こ の写真を見てい ただくと分かる通り､ 非常にき

れ い なキ ャ ン パ ス です｡

こ こ の会計報告なども全部ウ ェ ブサイ トに載 っ て い

-
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る の で すけれ ども､ かなり評価 ( A pp r ais al) とS D と

いうもの に ス タ ッ フ ､ 時間､ お金というもの を使 っ て

い る大学と い えます｡

こ こで私は､ S t a ff a n d E d u c ati o n al D e v elo p m e n t U nit

と いうところ の ユ ニ ッ ト長､ ユ ニ ッ ト長と呼んで い い

の かどうかわからな い の ですけれ ども､ デ イ レ クタ -

の方に ヒ アリ ン グさせ て い ただきました ｡

こ の ユ ニ ッ トには1 6 名の ス タ ッ フ ､ うち専任11 名が

こ の写真の小さな家の ようなもの が こ の ユ ニ ッ トの た

め の 施設なんで すけれ ども､ こ こ で働 い て い て ､ S D

の 企画運営から､ 講師 の 派遣をする場合もあります し､

それを コ ー デ ィ ネ ー トする場合もありますし､ あと学

部S D の コ
ー

デ ィ ネ
ー

ト､ コ ミ ュ ニ テ ィ 形成の フ ァ シ

リテ - トな どを担当して い ると いうことです｡

こ の ポス タ
ー

､
こ こ に載 っ て い るす べ てがS D の プ

ロ グ ラ ムです ｡ 先ほ ど言 っ た自己啓発が最初にありま

して
､
こ こ には コ

ー

チ ン グ ですとか マ ネジメ ントの も

の もあります し､ IT 関連 の研修も充実して い ます｡

ノ ッ テ ィ ン ガ ム 大学で のS D の使命と戦略と い うも

の は ､

一

言 で言えば､ 教育の 質の保証であり ､
こ れを

実現することにあります｡ こ の大学は大きな大学と い

うこともありますし､ たくさん の フ ァ ン ドをも っ て い

るということもあるの かもしれませ んが､ 大学の ヘ ッ

ドによ る強 い アナウ ン ス で我々 の活動が支えられて い

ると いうことをお っ しゃ っ て いま した ｡

こ の 大学では特徴と して ､ a p p r ais alと いうもの とd e -

v el op m e nt と いうもの の 2 つ が セ ッ トにな っ て い る と

いうことを非常 に重視 して い る こ とがあげられます｡

ap p r ai s al ､ 日本語で訳すと単 に評価と い う言葉 に置

き換えられて しま っ て ､ その 意味内容が は っ きりして

い なか っ た の で ､ なぜa pp r ais alと い う言葉を使 っ て ､

as s e s s m e nt と いう言葉を使わな い の かと いうこ とを聞

きましたところ
､ 開発 の タ

ー ゲ ッ トを明確にするた め

だと いうことを 一

言で お っ し ゃ っ て い ま した｡ ちなみ

に
､ 大学全体の 教育力を評価す ると きには ､

as s e s s -

m e n t が使われて い ます｡

そもそもa pp r ai s alと いう の は ､ た とえば国宝を鑑査

す るみ た い な時にap p r ais al と いう言葉を使うよう に､

得意なところとか良 い と ころを開発 した方が効率的だ

ろうと いうような､ 非常にプラクテ ィ カ ル なもの の 考

え方にあるようです｡ それで価値ある部分､ 上がる見

込みを評価 して開発する ｡ そ の 際に公正なa pp r ai s al と

い うもの が､ 効果的なd e v elo p m e n t を もたらすの だ と

い う｡ そ の根底に ､ 機会は平等にあるけれ ども､ 実行

と いうもの は公正 にと いう精神があると いうことです｡

こ の 評価に つ い て は簡単に触れ た い と思 い ますけれ

ども､ 非常に組織化されたap p r ais alを して い ます｡

各ライ ン ･ マ ネジ ャ ー に よ っ て
､
2 年に1 度 の総合

評価があります ｡ たとえば我々 の セ ンタ ー で したら､

セ ン タ ー 長が私達を評価する ｡ セ ン タ ー 長 はさらにそ

の 上 の 上位者の マ ネジ ャ
ー に評価を受ける ｡ こ の 時の

結果と いうの が人事とリ ン ク して い て ､ 活動内容な ど

で評価を受けて ､ 下手をするとお給料が下が っ て しま

うと いうことなの ですけれ ども､ 逆 に言 い ますと ､
自

分 はこのお給料で かまわない から､ こ の貢献だけさせ

てくれと いうような交渉もで きるの かと い っ た ら､ 可

能で はあると言 っ て い ました｡ そういうと ころ は､ 交

渉で何事も物事が決まるという､ イギリス の 特徴かと

思 い ます｡

次に事例 2 の レス タ 一 大学ですけれ ども､ こちらも

同じようなS ta ff D e v elo p m e n t C e n t e r というと ころで ､

A c a d e m ic P r a ctic e と いう､ 先 ほ ども出てま い りま した

が
､ その専門の ス ペ シ ャ リ ス トの 方にイ ンタ ビ ュ ー し

てま いりました｡

こ こも基本的にや っ て い るS D の枠組み と いうの は ､

先ほ どのノ ッ テ ィ ン ガ ム 大学と変わらな い の ですけれ

ども､ 1 つ 特徴をあげるの で あれ ば､ 我々 はノ ッ テ ィ

ン ガ ム 大学ほ ど フ ァ ン ドもな い し､ ap p r ais al は 必要で

あるとは思 っ て い るけれ ども､ さ ほ ど重視 して い な い

んだと いうことを言 っ て らしたと いうことです｡
こ こでお話を聞い て い て面白か っ た の が ､ 高等教員

資格課程での 変容です｡ こ の課程はさきほ ど個人対象
の プロ グラ ム で ご紹介した新任教員の ため の 資格課程

P G C H E で
､ 高等教育で教えると いう教員の 資質の基

本的な枠組みとな っ て い るもの です｡ これが今少し変

容 しようと して い ると いうところを伺 っ てきた の で ､

そ こをご報告した い と思 い ます ｡

こ の P G C H E に つ い て少 しご説明 しますと､ 教育学

習理論 ､ 学生理解 ､ 成績評価法と学習支援と いうよう

な科目を履修したり､ 実践型の ワ ー ク シ ョ ッ プなどの

講習会に参加 し､ 単位を積み上 げるもの です｡ そ の ほ

か ､ 参加者 は自分の先輩教貞をメ ン タ ー に指定して ､

そ の人に個別に相談 したり､ 授業観察をしてもら っ た

り､ ポ
ー ト フ ォ リオ の作成の指導の フ ォ ロ ー

な どを し

てもらうと いうような､ そ の講習以外の部分で の支援

を受けます｡

教育プ ロ グ ラ ム はIL T H E (T h e I n stit ut e f or L e a r n i n g
a n d T e a chin g in H igh e r E d u c ati o n) と いう第三者機関が

あるの ですけれ ども､ そ こ の方針 に したが っ て認定を

受けた ､ 各大学独自に開発された プロ グラ ム で実施さ

れ て い ます｡

現在､ 大学の新任教員となる人には ､ I L T H E の 会員

と なる こ とが 義務付けられ て い て い ます｡ 1 つ の モ

ジ ュ ー

ル が2 0 時間の 講習で ､
1 50 時間 の 学習と いうも

の をともな っ て ､ 1 5単位となり ､
1

､
2 の段階の 2 つ

モ ジ ュ ー

ル を取得すると､ IL T H E の準会員の資格が取

れます｡ こ れをさらに 3 ､ 4 の モ ジ ュ ー

ル
､
全部を取

ると ､ 正規会員の 資格を取 るこ とができます ｡

ですか ら ､ 最近若い 先生方はこ の フ ル メ ン バ ー シ ッ

プを取ると いうこと の意欲が高 い と いうことを言 っ て

ら っ し ゃ い ま した し
､ 基本的にこ の資格課程は自分の

大学で受ける場合 には無料にな っ て います｡ 外部 の 人
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が受けた い と いう時は､ それなりの多少の授業料を払

い ます｡

こ の ように大まかな説明では ありますが､ 基本的に

教育に重点を置 い た こ の資格課程であ っ た わけです｡

と ころが近年､ 教貞資格の 内容がte a c hi n g a n d l e a r nin g

に偏重 しすぎて ､ 教員 の キ ャリ ア の幅を狭め てきた の

で はな い か と いう反省の もと ､ 変 わり つ つ あります｡

そ こ には､ 教員 の キ ャ リア意識なく して魅力的な教

育､ 大学の 活性化はな い の ではな い か｡ レス ク ー 大で

お話を伺 っ た先生は ､ 大学教育におい て ､ 教員が ハ ッ

ピ ー でなか っ たら
､
そ の被害を

一

番受ける の は学生で

あり ､ 教育 の質が落ちるの だと いうこ とを言われまし

た｡

そ こ で ､
こ の資格課程が どう いうふうに変わ っ たか

と いうと､ 総合的キ ャ リ アA c ad e m i c P r a ctic e を重視 し

は じめたと い うことです｡

こ の A c a d e m ic P r a ctic e と いう の は何かと いうと ､ 敬

貞 には大別 してte a chin g a n d le ar n i n g ､ r e s e ar ch ､ そ し

てad m inist r ati o n ､ こ の 3 つ の 役割が ある だろう｡ こ

のうちa d m i nist ra tio n は 関わ る 人と関 わらない 人が い

ろ い ろあるが､ 少なくとも教育学習の活動と研究活動

の 2 つ を合わせ た総合的なキ ャリ アと して教員の キ ャ

リ ア を捉 えよ うと す る も の で す｡ P I ( P r ofe s si o n al

ld e ntity) ､ す なわち教員自身が どの ようなキ ャリ アを

積みた い の か を大切 に しながら､ 教育だけ､ 研究だけ

の どちらか に偏らな い で キ ャリ ア形成を支援すること

が重要だと い うような視点です｡

こ の新 し い 課程の特徴 は ､ 繰り返 しになりますけれ

ども､ 教員 の 中の P r of e s sio n al Id e n tit y の確立､ 支援と

い うもの を重視 して い ます｡ こ こ で は大学の 教員と し

て の自分自身の役割を考える ､ 自分は どうありた い の

か と いうこ とを明確にするとともに､ 現状を理解し つ

つ
､
どうした ら自己実現できるの だろうと いうプロ セ

ス を明確 にする いうことを ､
プ ロ グ ラ ム 設定の 機軸と

して い る ことです ｡

プロ グ ラム の履修と同時に ､ そ の プロ グラ ム時間外

で の 学び合う場所､ それ か ら分野を超えた コ ミ ュ ニ

テ ィ作りを強化 して ､ 大学 の 内的な活性 ､ 変容をめ ざ

す｡ こ の ス ライ ドの 下 の方にちょ こち ょ こ っ と書 い て

ある の は ､ 私 の勝手な付 け足 しなんですけれ ども､ 今
一

般 の キ ャ リア開発論で は ､
キ ャ リ アに対する主体性

と いうの は､ 組織全体と いうよりも身近な周辺環境 に

大きく影響されると いうこ とが確認され つ つ あ っ て ､

組織 の 中の小さなグル
ー

プ､ 実践 コ ミ ュ ニ テ ィ と か､

そう いうもの が重視されて い ると いうことがある の で ､

もしかしたらそう いう影響もあるの かなと思 い ま した ｡

そ の へ ん は今後また確認 してま い りた い と思 い ます｡

こ こまで駆け足で ま い りま したが ､ S D に対して の

まとめです｡

S D は大学の ミ ッ シ ョ ンを実現するため の 戟略で あ

る ｡ か つ 教貞の キ ャリア開発の支援である｡ こ の大学

の ミ ッ シ ョ ン
､
い わ ゆ る ロniv e r sity ld e ntity と関わ っ

てくるかと思うの ですけれ ども､ それと個々 の 教職員

の P r o fe ssi o n al Id e n tit y を つ な い で ､
そ してそれぞれ の

目標を実現すると いうプ ロ セ ス がS D で ある｡ こ の 大

学が目指す ミ ッ シ ョ ン と い うもの と､ 個 々 の教員 の

P r ofe s si o n al ld e n tit y と い うもの は ､
た とえば教育の 質

を保証するの だとかそう い う高次の 目標で考えて みる

とわかる の ですけれ ども､ 相反するもの ではな い はず

である｡ それをどうしたら融合させ ることができる の

かを考え実現す る､ それ がS D の 使命だと いうこ とで

す｡

そ してノ ッ テ ィ ン ガ ム 大学と レス タ 一 大学の 事例に

つ い て少 しの 説明で した の で ､ お わかりにな っ て い た

だ い たかどうかわかりませ んが､ 大学の状況やその大

学の ミ ッ シ ョ ン によ っ て ､ S D や 評価の 体制も異な っ

て い て､ こ こで は自分たちが どうありた い の かが重要

であると捉えられ て い る ｡ 評価と いうの は ､ 当たり前

の こ とですが ､ 評価をするこ とが目的で はなく､ 自分

の現状を明確に把握する手段で あ っ て ､ そ こで把握さ

れ た現状を目標 に近づくため の 支援がS D であると い

うことです ｡

そ してS D の 開発お よ び実施は ､ 教育学習支援の 裏

にある学習理論､
とくに成人学習理論の蓄積､ 支援の

ス タ ッ フ ､ それから第三 者的な支援機関な どの存在と

い っ た基盤に支えられて い ます｡

状況は大学 によ っ て い ろ い ろ異なりますが ､ 目指す

とこ ろは大学教育の質をさらに高める ことであり､ 最

終的に､ 真の学習社会の 形成で ある ｡ そ して ､ そ こに

関わ るす べ て の 人､ 教員も職員もそれか らもちろ ん学

生も､ す べ て の 人が学びあう環境作りにあると いうと

ころです｡

以上
､ 終わらせ て い ただきます ｡ ありがとうござ い

ました｡

-
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事例1 : ノ ツ テ ィ ン ガム大学

②組織化されたA p p r aj s aJ

一 各ライ ン マ ネ ジ ャ
ー に よる 2 年に 1 度の総合評価 ｡

ライ ン マ ネ ジャ - もその 上位 の マ ネ ジャ ー

の

評価を受ける｡

教員にと っ て は交渉 ( 釈明) の 機会 で もあるの で ､
日常的な努力の 証拠 を記録す る｡

③人事との リンク

ー 活 動内容､ 評価によ っ て給与が変わることも｡

英国に おけるS D の まとめ

I S D は ､ 大学のM is si o n を実現 するため の 戦略で あり ､
か つ 敦 昌の キ ャ リ アFil 発 の 喜一書で あ る ▲


